                    学校と家庭を結ぶ道徳通信４年       
　
おうちの方へ

◇道徳の時間に 「金色の魚」の資料で学習しました。
◇授業のねらいは，「金色の魚の気持ちの変化について考えることを通して、欲張りは他者を不快にすることに気付き、節度をもとうとする心情を育てる。」です。

 あらすじ
昔、まずしい漁師のおじいさんが漁をしていると、金色の魚がかかった。魚は「好きなものをあげるから逃がして下さい。」と言った。おじいさんは、何もいらないと言ってにがした。ところが、家に帰っておばあさんに話すと、おけがこわれているからおけをもらってこいと言われる。そこで、金色の魚に頼んで新しいおけをもらった。次ぎに新しい家、次ぎにお金持ち、次ぎに女王様とおばあさんはどんどんよくばっていき、ついに、金色の魚は黙って海の底にかくれてしまった。
 授業の内容と子どものようす

はじめに，欲張りをした経験を発表させました。「おやつを欲張った。」「おかわりをしすぎて食べきれなかった。」「テレビを見過ぎて注意された。」などの意見が出されました。つぎに、教材をを読んで、役割演技をして金色の魚、おじいさん、おばあさんの気持ちを考えました。だんだんとエスカレートするおばあさんの要求に対して、金色の魚が不快に思うようになり、気持ちが変化していくことに気付くことができました。そして、なぜ欲張てはいけないのかをワークシートに書いて話し合いました。子どもたちからは、「周りの人が嫌な思いをする。」「もっとほしくなる。」などの意見が出されました。
 おうちの方へ

子どもたちは，低学年の時と比べて自分の行動について考えることができるようになっています。しかし、集団生活の中で、快活さや興味の拡大から自己中心的な行動をとってしまうこともあります。自主性を尊重しつつも、自らを内省し、節度ある行動を身につけさせたいと考えます。
